
実践報告

自己管理スキルを応用した
成人の歯周疾患予防に影響する歯科保健行動調査

今 里 憲 弘＊１ 山 本 未 陶＊２ 筒 井 昭 仁＊２

目的：福岡県の成人の歯周疾患予防に影響する歯科保健行動を，自己管理スキルを含めて調査し，住

民に還元する情報について実践者の立場から特定すること．

方法：予備調査にて，先に開発した児童の歯肉炎予防に関するブラッシング行動の調査項目をもと

に，成人の歯周疾患予防の自己管理スキルを含む歯科保健行動の調査項目を検討した．本調査

はこれに歯間部清掃用具の使用と現在歯数を加えた調査票「あなたの“健口力”チェック」を

用いて，２００９年１１月に福岡県歯科医師会が行った歯科保健啓発事業の来場者を対象に，自記式

で行った．

結果：来場者中，回答に協力が得られたのは９３９名，有効回答数は６３２名（男性１８４名，女性４４８名），

平均年齢は４９．４歳（SD１５．７）であった．成人の“健口力”得点は年齢と関係があった（ｒ＝０．３３，

ｐ＜０．０１）．性別による差がみられ（ｐ＜０．０１），特に男性，若い層で低かった．現在歯数との

相関は小さかった（ｒ＝－０．１３，ｐ＜０．０１）．

結論：結果は，若い男性に対する定期健診の受診と歯間部清掃用具の使用の啓発およびブラッシング

の自己管理スキルの向上につながる教育の必要性が示唆された．
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� 背 景

日本人の平均寿命は世界一であり，日本歯科

医師会は，生涯，自分の歯で食べる楽しみを味

わえるようにとの願いを込めて「８０歳になって

も食生活にほぼ満足することができるように２０

本以上自分の歯を保とう」という８０２０運動を推

進している１）．福岡県歯科医師会では，平成１３

年度より８０２０運動推進事業の一環として１１月７

日，８日を中心とした週間を「いいな，いい歯」

週間とし，県民に対して歯科保健の重要性を広

く啓発する事業を実施している．公開フォーラ

ムを中心とした歯科保健大会をはじめ，「あな

たの歯は何本？」キャンペーンや街頭活動を実

施するとともに，各郡市区会や会員診療所にお

いても独自性を生かした活動を行うなど，様々

な形で啓発に努めている．

成人の歯周疾患は齲蝕とならぶ歯の主な喪失

原因である２）．歯周疾患ひいては歯の喪失予防

には，健康日本２１の目標値にあげられているよ

うに，定期的にプロフェッショナルケアを受け

る歯科受診とセルフケアとして歯間部清掃用具

の使用が有効である２）．そこで，福岡県歯科医

師会では平成１６～１８年度にかかりつけ歯科医へ

の定期健診受診率向上のための住民意識調査を
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行った３）．また，毎年，視点を替えた歯周疾患

予防に関わる内容のパンフレットを作成，配布

することにより，重点的な活動を行っていると

ころである．

平成１７年歯科疾患実態調査によると成人の

９５．２％は１日１回以上ブラッシングを行ってい

るが，歯肉に所見のあるものが７７．５％いる４）．

これはブラッシングが歯周疾患予防に効果的な

方法で行われていないことを示している．すで

にブラッシングが生活習慣として定着している

成人に対し，歯周疾患による歯の喪失を防いで

８０２０運動を一層推進するためには，ブラッシン

グを勧めるだけではなく，具体的に踏み込んだ

メッセージが必要であると思われる．

スキルは運動スキル（motor skills）と認知

的スキル（cognitive skills）とに分けることが

可能である５）．保健行動としてのブラッシング

も，２つの面から構成されているといえる．運

動スキルは，歯ブラシのあて方や力加減，磨け

たかどうかの確認，歯間部清掃用具の使用方法

などであり，従来から歯科保健指導として指導

が行われてきた．もう一方の認知的スキルは，

実際の行動遂行に関わっている．日常的な保健

行動は多くの場合，面倒であるため，健康を大

事に思っていても，自己管理技術が不足してい

ては実現できない６）．つまり，丁寧な歯磨きが

大切だとわかっていて改善方法も身につけてい

るが実行できない成人が多いのであれば，自分

をうまくコントロールしてそのような行動をと

らせるスキル，認知的スキルを高める働きかけ

が必要となる．しかしながら，成人を対象とし

た歯科保健行動に関する認知的スキルの調査報

告は見当たらない．

高橋らは，健康教育において重要な意味を持

つと考えられる自己を管理する認知的スキルを

自己管理スキルと名付け，尺度を開発してい

る７）．ブラッシングと自己管理スキルとの間に

関連が見られ，自己管理スキルが高い者ほどブ

ラッシングを良く行っていることが小学生児童

を対象とした研究にて報告されている８）．しか

し，自己管理スキルは一般化されたものであ

り，一般性の自己管理スキルとは別に行動ごと

の自己管理スキルが存在する可能性が指摘され

ている９）．著者らは児童を対象としてブラッシ

ングに限定した自己管理スキル尺度，ブラッシ

ング行動スキル尺度を開発しており１０），これを

改変して成人に適用することで，具体的に歯周

疾患予防のための歯科保健行動の支援方法を知

る手がかりになるのではないかと考えた．

今回の事業は，成人の歯周疾患予防に関係す

る自己管理スキルを示したうえで，これを含め

たブラッシングの実態を調査し，実践者の立場

から，歯周疾患の予防行動を促すために必要な

住民に還元する情報について歯科保健活動の実

践と研究開発との観点より特定することを目的

とした．なお，実施には財団法人８０２０推進財団

より平成２１年度歯科保健活動助成を受けた．

� 方 法

１．予備調査

福岡県の成人の歯周疾患予防の自己管理スキ

ルを明らかにするために予備調査を行った．対

象は２００９年８月の１か月間に福岡県歯科医師会

地域保健部員１２名の各診療所を受診した者のう

ち回答に同意した１２０名（男性４３名，女性７７名），

平均年齢は４６．６歳（SD１７．５，最少２０歳，最高

８３歳）である．児童を対象に開発した，歯肉炎

予防の自己管理スキルを含むブラッシング行動

スキル尺度１０）の８項目をもとに，自己管理スキ

ル尺度の表現を参考に，就寝前のブラッシング

行動（図１，項目３）および歯科医院での定期

健診の自己管理スキルを確認するための３項目

（同，項目４～６），歯周疾患の自覚症状への

対処の自己管理スキル（同，項目７，８）の合

計６項目を加え，１４項目の調査票を試作した．

全ての設問は最小値１点，最高値４点である．

設問数を減らすため，各設問の平均値（SD）

が最高値の４点を上回るものは，すでに十分に
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行われており改めて聞く必要が少ないと捉え，

１０項目に絞った（同，項目１～１０）．外的基準

とするため，自己管理スキル尺度７）をあわせて

調査した．

２．本 調 査

本調査は，成人の歯周疾患の自己管理スキル

図１ あなたの“健口力”チェック票
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を含む歯科保健行動調査を目的とした．予備調

査では歯間部清掃に関する項目が選択されな

かったが，歯周疾患予防には欠かせない行動で

あるため，新たに歯間部清掃を中心とする具体

的なブラッシングに関する設問６つを追加し，

最終的に１６項目からなる本調査用の質問紙「あ

なたの“健口力”チェック（歯磨き状況）」（図

１）を作成した．各項目から，それぞれの行動

あるいは自己管理スキルの実態を確認すると同

時に，１６項目の合計得点を運動スキルと認知的

スキル，実際の行動を含んだ“健口力”として

検討を加えた．全ての設問は最小値１点，最高

値４点であり，調査票得点は最小１６～最高６４点

である．なお，歯周疾患には喫煙が影響する

が２），喫煙への対応は他の歯科保健行動と異な

るため，本調査票では含まないこととした．ま

た，これまでの歯科保健行動の結果である現在

歯数を尋ね，関連を検討した．歯数は自己申告

とし，不明な者はその場で鏡を用いて調査担当

歯科医師とともに確認を行った．患者の報告か

ら喪失歯数を推定することについては妥当性を

示した報告がある１１）．

対象は２００９年１１月に福岡県歯科医師会が行っ

た「いいな，いい歯．」週間啓発事業のうち，

歯科保健大会１か所，街頭啓発・公開フォーラ

ム１か所，啓発事業２か所，計４か所の来場者

のうち，調査協力の得られた者とした．

調査票得点と現在歯数の年齢層による差の検

定には一元配置の分散分析を，性別による差の

検定にはｔ検定を用いた．調査票得点と現在歯

数の関係の確認にはSpearmanの相関係数を用

いた．統計解析ソフトはSPSS１７．０を用いた．

なお，倫理的配慮として，予備調査・本調査

ともに，一人ひとりに担当者が口頭で歯科医師

会の保健事業の一環であること，調査への協力

を断っても不利益は生じないことを説明した上

で協力を依頼し，回答をもって調査の同意を得

た．調査は無記名とした．

� 結 果

１．予備調査結果について

対象者１２０名の平均年齢は男性５１．０歳（SD

１７．５），女性４４．１歳（SD１７．１）で有意に男性

が高かった（ｐ＝０．０４）．

予備調査で選択された１０項目（図１に示した

項目１～１０）の得点は平均２７．２（SD５．３，最

小１２，最 高３９），男 性 の 平 均 値 は２５．８（SD

６．４），女性は２８．０（SD４．５）で女性が高かっ

た（ｐ＝０．０４）．年齢との相関はｒ＝０．２０，ｐ＝

０．０３であった．

自己管理スキル尺度７）得点は平均２８．４（SD

４．７，最小１４，最高４０），男性の平均値は２９．５

（SD４．９），女性は２７．７（SD４．５）で男性が高

かった（ｐ＝０．０４）．年齢との相関はｒ＝０．２５，

ｐ＜０．０１であった．

１０項目のクロンバックのα係数は０．８５，自己

管理スキル尺度との間にはｒ＝０．２８，ｐ＜０．０１

の弱い相関がみられた．

２．歯周疾患予防の自己管理スキルを含む，あ

なたの“健口力”チェック票の調査結果に

ついて

１）対象者の年齢，性別

来場者のうち，回答協力者数は９３９名，有効

回答数は６３２名（男性１８４名，女性４４８名，有効

回答率６７．３％），平均年齢は４９．４歳（SD１５．７，

最小値２０，最大値８６）であった．２０～４０歳（２１６

名），４１～６０歳（２３９名），６１歳以上（１７７名）の

３群に分けたところ，男女比は年齢層によらず

ほぼ３：７で女性が多かった（表１）．

表１ 年齢層別人数分布（Ｎ＝６３２）
年齢層 男性（％） 女性（％） 全体（％）

２０―４０歳 ５９（２７） １５７（７３） ２１６（１００）
４１―６０歳 ６６（２８） １７３（７２） ２３９（１００）
６１―８６歳 ５９（３３） １１８（６７） １７７（１００）

１８４（２９） ４４８（７１） ６３２（１００）
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２）“健口力”得点

あなたの“健口力”チェック票１６項目の得点

を合計した調査票得点（以下，“健口力”得点）

の平均値は，４４．２（SD９．１，最小値２０，最大

値６４）であった．

項目それぞれの平均値を表２に示す．「２．

学校や職場，家庭では，周りが磨いていなくて

も磨く」と「３．毎日，夜寝る前には必ず歯を

磨く」は平均値がそれぞれ３．２（SD０．９），３．７

（SD０．６）と高かった．歯間部清掃用具およ

び補助具の使用有無を尋ねた設問では，「１３．

歯間ブラシ」「１４．デンタルフロス」「１５．デン

タルリンス」「１６．電動または音波歯ブラシ」

の順に使用している者が少なかった．また，歯

科受診に関する設問である「４．歯科医院を受

診したり，定期健診を受ける際には，事前に情

報を十分に収集する」「５．歯周病予防のため

定期健診の予定を計画的に立てる」「６．歯科

医院で正しい歯みがきを習うことにしている」

の平均値は２．５～２．８であり，歯間ブラシの使用

有無と同程度に低かった．

３）年齢，性別の現在歯数と“健口力”得点

年齢層別現在歯数と“健口力”得点を表３に

示す．現在歯数の平均値は２５．３本（SD５．７，

最小値０，最大値３２）で，若い層ほど多かった

（ｐ＜０．０１）．“健口力”得点は年齢層が上がる

ほど高かった（ｐ＜０．０１）．

男女別現在歯数，“健口力”得点を表４に示

す． 現在歯数の平均値は男性２４．７本（SD６．５），

女性２５．５本（SD５．４）で性別による差はみら

れなかった（ｐ＝０．１４）．“健口力”の平均値は

男性４１．５（SD９．４），女性４５．３（SD８．８）で，

女性が高かった（ｐ＜０．０１）．

３．認知的スキルに対する関係会員の認識の変

化

福岡県歯科医師会会員のほとんどは開業歯科

医師であり，日ごろは二次予防・三次予防を中

心とした歯科診療に従事している．患者への歯

科保健指導も齲蝕の有無や歯周疾患の程度と

いった疾患の状態から提案することが多く，保

健行動の背景にある認知的スキルをはじめとす

る心理学的要因を意識することは少ないと思わ

れる．この度の事業実践を通じて，少なくとも

調査を担当した地域保健部員の多くに認知的ス

キルを考慮した歯科保健指導と健康教育の重要

性についての認識の変化が実感された．

表３ 年齢層別現在歯数，“健口力”得点
（Ｎ＝６３２）

年齢層 平均現在歯数
（SD）＊＊

平均健口力得点
（SD）＊＊

２０―４０歳 ２７．８（２．７） ４０．５（８．１）
４１―６０歳 ２６．０（４．０） ４４．６（８．６）
６１―８６歳 ２１．４（７．９） ４８．２（９．２）

２５．３（５．７） ４４．２（９．１）

一元配置の分散分析，＊＊：ｐ＜０．０１

表４ 男女別現在歯数，“健口力”得点（Ｎ＝６３２）

性別 平均現在歯数
（SD）

平均健口力得点
（SD）＊＊

男性 ２４．７（６．５） ４１．５（９．４）
女性 ２５．５（５．４） ４５．３（８．８）

２５．３（５．７） ４４．２（９．１）

ｔ検定，＊＊：ｐ＜０．０１

表２ “健口力”得点（Ｎ＝６３２）
設問 平均値（SD）

１ ２．８（０．９）
２ ３．２（０．９）
３ ３．７（０．６）
４ ２．７（１．０）
５ ２．５（１．０）
６ ２．８（１．０）
７ ２．８（０．９）
８ ２．９（１．０）
９ ３．０（０．８）
１０ ２．７（０．９）

１１ ３．３（０．７）
１２ ３．２（０．７）
１３ ２．６（１．１）
１４ ２．３（１．１）
１５ ２．１（１．１）
１６ １．７（１．１）

合計 ４４．２（９．１）
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� 考 察

１．予備調査結果における成人の歯周疾患予防

スキルの妥当性について

禁煙キャンペーン参加者を対象とする一般性

自己管理スキルの報告７）では，年齢との間に有

意な正の相関がみられ，性差はみられていな

い．今回の予備調査の対象者の自己管理スキル

は，年齢と正の相関が確認された点で同様で

あったが，男性が有意に高く性差がみられた点

が異なっていた．これは男性の平均年齢が女性

と比べて有意に高かったためと考えられる．

歯周疾患予防の自己管理スキルとして設定し

た項目を含む１０項目の歯科保健行動は，年齢と

の相関が確認され，一般性自己管理スキル尺度

の結果と同様の傾向を備えていた．ブラッシン

グをはじめとする歯科保健行動は幼児期から行

われ，毎日のブラッシングは習慣化している者

が多い４）．しかし，自己管理スキルという点で

は，一般的なスキルと同様に成人以降も年齢と

ともに獲得されていくことが示唆された．

２．“健口力”調査結果から示唆された住民に

還元する情報について

自己管理スキルの概念を応用したことで，歯

周疾患予防に関わる歯科保健行動だけでなく，

その行動の遂行に必要な自己管理スキルが示唆

された．また，歯科保健知識や技術の獲得に留

まらず，行動変容への道筋が示された．

具体的には，各設問への回答状況より，

「２．学校や職場，家庭では，周りが磨いてい

なくても磨く」と「３．毎日，夜寝る前には必

ず歯を磨く」は良好なものが多かった（表２）．

どちらも，従来であれば毎日の歯みがき回数と

して尋ねられていたものを，認知的スキルを意

識することで健康教育につなげることを意図し

た具体的な聞き方となった項目である．対象者

にとって歯を磨くことは習慣化しており，周囲

の状況に影響されないことが示唆された．加え

て，「１１．歯と歯ぐきの境目は，特に丁寧に磨

く」と「１２．歯と歯の間は，特に丁寧に磨く」

も良好であり，歯ブラシを用いて行うブラッシ

ングは，すでに意識的に行っている者が多かっ

た．一方，歯周疾患予防に有効とされる歯間部

清掃用具および補助具の使用は，歯間ブラシ，

デンタルフロス，デンタルリンス，電動または

音波歯ブラシの順に少なかった．よって，健康

教育での指導は歯ブラシによるブラッシング法

よりも，歯間部清掃用具の使用率を上げること

に重点を置く必要があると考えられた．

また，歯科受診については「４．歯科医院を

受診したり，定期健診を受ける際には，事前に

情報を十分に収集する」「５．歯周病予防のた

め定期健診の予定を計画的に立てる」「６．歯

科医院で正しい歯みがきを習うことにしてい

る」がいずれも項目１１や１２の歯ブラシによるブ

ラッシングと比べて少なく，歯間部ブラシの使

用とほぼ同程度の低さであった．これらの項目

は，定期健診の受診に係る自己管理スキルを評

価している．定期健診受診率を向上させるに

は，ただ受診を勧奨するのではなく，現在は低

い状態にある定期健診の受診に係る具体的な自

己管理スキルを高めることの必要性が示唆され

た．

“健口力”得点は女性が有意に高かった（表

４）．１日２回以上歯を磨く者の割合は男性よ

りも女性が多いこと４），デンタルフロスおよび

歯間ブラシの使用割合，過去１年間に歯石除去

や歯面清掃を受けた人の割合はいずれも女性が

男性よりも多いこと１２）が報告されている．今回

設定した歯周疾患予防の自己管理スキルおよび

行動はこれらの報告と同様に，女性が良好で

あった．認知的スキルが高い者は実際の行動も

良いことが予想されるが，今回の事業結果は健

康教育につなげることを目的としており，認知

的スキルと実際の行動を併せて評価し，分けて

の分析は行っていない．

“健口力”得点には年齢差もみられ，年齢が

高い層ほど良好であった（表３）が，現在歯の

今里，他／自己管理スキルを応用した成人の歯周疾患予防に影響する歯科保健行動調査
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数は年齢が高いほど少ない．歯周疾患は３０歳代

に発症，増悪し，４０，５０歳代で歯を失う最も大

きな原因となっており１３），３０代以前から，歯垢

を除くことを意識した歯みがきや歯間部清掃用

具の使用，適切な歯科受診といった歯周疾患予

防行動を向上させる必要が示唆された．

今後の活動においては，成人のブラッシング

行動に関して若い男性を中心とし，定期健診の

受診と歯間部清掃用具の使用を支援するための

情報提供が重要と考える．

３．歯科保健活動の実践と研究開発とのつなが

りについて

平成２０年度から成人健診の新しい考え方とし

て特定健診・保健指導が実施されている．この

新しい成人保健対策をひとつの背景として，日

本歯科医師会では歯科健診の目的を従来の疾病

発見型から行動・環境リスクの発見型・行動変

容支援型歯科健診へと転換した標準的な成人歯

科健診・保健指導プログラムを作成し，普及に

努めている１）．また，２０１１年８月１０日に歯科口

腔保健の推進に関する法律が施行され，国の責

務はもとより国民の責務を謳うなか，国民の自

主的な歯科保健行動が求められるようになっ

た．

福岡県歯科医師会では，今回の調査結果を歯

科保健啓発のためのパンフレット作成に活かす

と同時に，行動変容支援型の定期健診受け皿の

整備を進め，県民の歯科保健行動を支援してい

く方向である．また，「あなたの“健口力”

チェック票」は健康教育の実践での活用を目指

しており，歯周疾患予防に重要と思われる行動

やスキルのうち，健康教育による変容が可能な

項目を用いて作成した．具体的な活用方法とし

て，健康教育の実施前に同調査票を用いて参加

者個人の“健口力”の評価を行い，変容が望ま

れる項目を特定し，その項目の改善に向けて指

導を行うことを想定している．なお，現在，各

項目の改善を目標とする認知的スキルの向上を

含む健康教育プログラムを開発中である．これ

から歯周疾患予防の自己管理スキル評価事業を

発展させ，８０２０運動の実践に寄与したい．
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Report on dental health behaviors for periodontal disease
prevention in adults including the self―management skills

Kazuhiro IMASATO＊１, Mito YAMAMOTO＊２, Akihito TSUTSUI＊２

Objective: The aim of the present study was to investigate the dental health behaviors for peri-

odontal disease prevention in adults, and to identify the information to be provided for them.

Methods: In the pilot study, the dental health behavior which includes the self―management skills

of periodontal disease prevention were considered. The investigation items were carried out

based on the brushing skill scales item about gingivitis prevention of children. In the main sur-

vey, data using self―administered questionnaires were collected from participants in the oral

health and educational events conducted by the Fukuoka Dental Association in November２００９.

The questionnaires included the self―management skill scales of tooth brushing behavior, the

current number of teeth and daily oral health habits. The scales were developed based on our

preliminary survey.

Results: Nine hundred and thirty nine responses were obtained in cooperation. Surveys were com-

pleted by６３２adults（１８４men and４４８women）, and the mean age was４９．４（SD１５．７）. The

questionnaire scores were associated with age（r＝０．３３, p＜０．０１）. Women had better scores

than men（p＜０．０１）. The questionnaire scores were low in young men.

Conclusion: The findings suggested that young men should use interdental cleaning tools and

should receive dental checkups regularly, and education for young men was important for self―

management skills of tooth brushing behavior.

〔JJHEP；２０（Special Issue）：８―１６〕

Key words: periodontal disease, dental health behavior, self―management skills, brushing
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